
三二::シ

巨ぎ≡
ク:㌢

琶

乍=∴‾=‾二.:.?

〉

書タービン巽の自動設計加工システム完成

日ji蛸汀｢所では,日立桁恍株式会社の脇ブコにより,電子計芸‡機と

数値制御機榔附こよる発電用タービン巽の自動設計加二lニシステムを

わが酔ご紳ふ′)てニノ亡成,このほど弔電の工ノブニ｢ニュ浅与である事l立二肘′†珊l]

立二r二場でこに縁付如二(土いった､二

本システム乙エ,タービンヲ1■壬の幹部分の州内の.‾払言l計印をするソ｢7

トウェ7システムと,lu佃を二r集注図すろ"詣.汁;生脂すシステム ニトゴよ

び伽什を加:l‾二するl二J劫加工システム”で仙起さか,加‾‾【∴/ステ∴

はrl仙に応し-て矧我が追加できるよう∴二な一,-二いろ′

従来,タービンなどのr帥Ⅰり削ノエア･i=E;ご,l--の設計ヤ加工Cりノ(付;分ミよ,

ライアンドェラ手法により人手で子J`なわjtていた･二･とこノちフ･う､ミ,払珪

の火力プラントの二大形化に伴って打姐率の機器謹川三か要求さ′卜

てきた‥.

これにこたえて,このシステムを開発Lたもので,多軸制御の

NCソフトウェ7と人形加工械の開発ならびにさきに偶発Lた設計

製図システムの技術によって完成Lたものであるこ.加工機の製作こエ

ロ立椚依株式会社が担当L′た｡J

本システムは,設計条件を入れたプログラムの入ノブによってター

ビン撃琶のl印脚醗LIこを電子計算機(HI7'AC5020F)でごミず1汁節する=

次に計算二されたデータに基づいて,あらゆる条什に二1こゴける仙1l'岳卜つ

形状を数値制御製図機でチェヅクL,正い､Ltt_けr卜:,あることか條認

さjtたら電子計汁椀から加二｢データが出力さか,二九を対糾〕数帖

制御加+∴様に入力することによって,自動的にクーービン雪盲け←加工さ

れる二､

この完成により,従来倣(ならい)モデノL.牧瀬ゲージによって行

なわjtていたものがすべて白軌■■l勺に行なわれ Lかも加二上潮虹は

(1･03＼0･05Illmと従=来に比べ大幅に改善され,れ_1二能力も従来の納

口三倣式に比べ2.5け‡とア､リブさ｡れるこ▲

7い>ゴ.このシステムは水中ランナ弥てよどの設計･加工にiれ用でき

る十掛ノkとな一--､ているニ

システムの指紋ほ次のとおりである.∴.

(1)山正!‾iの 訓 bE

F‾■1打‖ヒステップにより,肘ま平山で仙所了を切即し その11加7jを

てソーマシンでチェックかできるご.

(2)郎l巾の加工ステヅフ

縦,桝Il耳他三と,3次元の二l二具市祥の補正がサンライン掘作で

でき.切批_りしのブリセットが和当1である｡ノ

(3､)加 工 機

力主人70インチまでの鞘を同時に5本加工することかできる⊂､

仙剤鞋語注のニナゴもな仕様は次のとおりである.｡

(1)肘=口延子計界位

(2〕N Ci如図桜

川んくNCD･一3013)

(3二)NCブレード加l■二慣

川ウ式NAG)

モ蓬

滝.濃_鮎艶一志一

lヌ11 タービン梨のl亡-けむ設計加工システム

HITAC5020F

図形挫標,読取装FF=寸り20～20fiて,

スケーリング付,作図寸法:3,100×

1,30()Illm.制御】装F己r'王:HIDAM-7060

損:ノこ加工主l程長:70インチ,同時加

二l二本数:5本,+三軸電動樅:19kW,

制御装Fi≡卜FANUC-250a

■半湿式法による排ガス脱硫装置完成

一副生品を固体粉末で回収一

口立製作所でほ,新しい大矢もi■ち刹方_け二装符丁】二"半湿ブし排外ス脱硫洪

揮”を悶発Lノ,本年7月十条製紙株式台什とプ胴でFr川∵十条__l二掛二

∋三用規模のテストプラン′卜を設r札迎拉論鳩夷を行なってきたれ こ

のほど通産省の立会試験に合格しその三ノ.三硯性)川ポ■三詑された.｡

l‾1払(排ガス脱硫法は,排ガスとカセイソーダなどのアルカリ溶

液とを抜放させて反応を行なわせるとともiこ,反応生成物を排ガス

の附丁外こよっては放させⅧi硫酸ソーダを主成分とする匝卜肘糾三状

のrljlj仙'･ノ､主)iD川けるプ了法である｡木方式は昭和41年より口立桝究所

て附ヒ馴j柵L,笠｢1二場｢?テストプラントを製作したものである｡

本矧】ごトラ･は,まずボイラの排ガスを押込フアンによfフグクトを適

して反応こ料こ誘導する｡ノ反応吉子;の内部では,特殊な災液混朗計こよ
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り排ガスをアルカリ溶液とを接触させる｡そこで,反応と同時に排

ガスの保有熱により水分が蒸発し,亜硫酸ソーダなどの反応生成物

ほ完全な粉体となり,集じん装置で揃築される｡.

このように本装置は,構造が簡単で副生品を固体粉末で回収でき

るとともに,二次公害のおそれがある排液を生じない排ガス脱硫法

であり,この種の脱硫法の開発は国内外で初めてのものである｡

現在までの試験結果では,脱硫後の排ガスl‾lコの互‡瑚己酸ガスの濃度

をイオウ含有量の多い重油を使用した場合でも1nO～150ppmに抑

制できることが立証されており,こ才tは従来の脱硫法と同等,もし

くは同等以上の性能である｡

亜硫酸ガスによる大気汚染公害が問題視されて以来,各方面で排

ガス脱硫法の開発が進められている｡日立製作所でもさきに通産省

大型プロジェクトの一つとして耐生炭法による乾式脱硫法を開発,

その実用化を進めているが,今回さらに独自の技術によって半湿式

法による新しい脱硫法を開発したことにより,いっそう広範囲の要

望にこたえる態勢が整えられた｡

なお,本排脱硫装置の主用途とL/てほ,製紙,/くルプ,その他化学

工業などの産業用重油ボイラの排ガスを当面の対象と考えている｡

おもな特徴は次のとおりである｡

(1)吸収用薬液(カセイソーダ)ほ水溶液として使用するが,脱

硫後排出される副生品はすべて粉体であり,二次公害のおそれのあ

る液は全く排出されない｡

したがって副生品の貯蔵,処里I!,輸送などがきわめて便利で,また

副生｢冒lの処理を別の場所で行なうことも可能である｡(2)湿式に

比べて排ガスの出口温度が高く(湿式が50～60℃;･こ対し,100℃前

後)再熱しなくても水蒸気による白煙ほでない｡また,大気中へよ

く拡散する｡(3)複雑な液の循環処理がなく,プロセス装置が単純

で運転保守が容易である｡(4)据付面積が少なくてすみ,使用水量

および消費電プJも少なく経済的である｡

おもな仕様ほ次のとおF)であるく｡

(1)適 用 範 囲

排ガス量:10,000～200,000Nm3/h,適用対象二重拍ボイラの

排ガス

(2)標準 品

処理ガス量:

(3)製 作

反応塔,ダク

容量

10,000,20,000,30,000,50,000Nm3/h

椎 田

ト,集じん装置,押込フアン,ポンプ,菜液調整

装置,制御器,計器,計装盤,電気占占,現地工事(据付,配管,

保温,塗装,電気計装工事など)
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阿2 日立ご1三越式脱硫装置構成[勾

感

蛭13 十条畢生紙株式会社的

口立半湿式脱硫装置

■ プログラム内蔵方式による

全自動化ハイプリット計算横完成

日立製作所中央研究所では,プログラミソグが簡単な,ストアド

プログラム方式(プログラム内蔵方式)による全自動化ハイプリッ

ト計算機を開発した｡

従来,ハイプリヅト計算桟では,プロダラミソグはやっかいもの

とされていた｡本システムは,その煩雑さを解消するとともに,プ

ログラムの互換,蓄積,有効活用をねらいとしたものである｡

本システムでほ,まずディジタル計算戟と同様のプログラム言語

を使ってプログラミソグし,それをキーボード入力装置などにより,

計算枚iこ入力する｡

計算横自身は,それを解読して必要なスケーリング(変数の規準

化)を行ない,続いて自動結線用スイッチを制御し,演算回路を構

100

成する｡

同時に,プログラムで指定された出力を選定して所要の出力装置

に接続し,次いでプログラムの命令により浜算を行なうが,以上一

連の作業はすべて自動的に処理される｡

従来,煩祁な作業だったスケーリング,パッチソグ(結線)の完全

自動化により,計算の大幅短縮,効率化が図れる｡

たとえば,従来の手動式では,プログラムの作成から計算までの

処理時間が3.5時間もかかっていたものがわずか15分と1/10以下

に短縮できる｡

また,プログラムをテープ,カードなどの形で長期にわたり大量

に保存することができる｡さらにプログラムの変更,改良がきわめ

て容易にできるなど,ソフトウェアの融通性が飛躍的に向上した｡

本システムを計算センターなどで使う場合,プログラムの作成,

交換が容易なので"待ち時間の短縮”また,プログラムの蓄掛こ
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よる"サービス機能の強化”が期待される.｡

また,最も適切な設計条什を反復計節によ/_,て求ぜ)るような場

合,牛如こ威力が発印され,こカ1.らシミュレーションの演算コストの

低下が可能となり,ハイプリット計算依独特の機能がじゅうぶん活

用できる｡

本システムに適用された新技術と特徴は次のとおりである｡′

(1)自動プログラミソグソフトウエア

1回の処理｢さ適正なスケーリングを行なうとともに,アナログ

済算回路作成に必要な接続情報が得られる｡

これは微分方程式をディジタル計算機で処理するための新しい

"数値解法”を開発したため可能となった｡

(2) 自動結線用スイッチマトリックス

電話交換機とよく似た楼能を持ち,任意の演算器の入出力関係

を接続する〔)このためMOSICを採用した新開発のて1､リックス

構成(二段方式)の新方式アナログ_スイッチ回路を使用している｡

これと適正なチェック方式により,従来のパッチ方式に比べて

高い信摂度が得られる(特許出軒13件)｡.

おもな桝成は次のとお〔)である.‥.

(1)記述方式:シミュレーション言言語M‡MIC

(2) ソフトウェア

･こ主〕ソースプログラムの解読､母スケール変換,④結線,④

浜節制御:低速病質二日よび1～300fizの高速繰返し所労二および自

動反復所帯

(3)ハードウェア

①アナログ演算要素:枯分器(9個),加賀已器(12個),ポテン

ショメータ(33個),折節脚囁器(3個),掛符器(6一郎,絶対値

要素(2個),不惑滞要素(2個),リミヅ_タ(2仰),比較ミ汁き(3仰),

7フ′ンクション′スイッチ(6個)

@ 結線用スイッチマトリックス:MOSICによる純電子式

③ ディジタル処耳ほl;:コアニ16キロワード,サイクルタイ

ム:2マイクロセカンド

【文一4 全自動化ハイプリット計‡■ミミ樺

題新形ターボ冷凍機発売

l]立製作所‾‾1さは,従来のターボ冷淡依と比較して大幅に高速,小

形化したHC形ターボ冷妹機(100･～200RT)4械種をl欄発,11月よ

り発売した｡なお,200RTlソし上については従来のHSヲ搾ターボ冷

凍機(250･～1,250RT)がある｡

小形化を実現するため,口立製作所でほ,従来不可能祝されてい

た羽根の厚みが約1mlllというフル･シュラウド形アルミ鋳物イン

ベラを開発した｡このインベラは左肺の2倍の回転速度でも破損し

ないほどの強度と信粧し性を持っている.コ このインベラを超丁.■占速で回

転させる小形仕掛穀を附託,このため,密閉形電動機に組み込まれ

た圧縮機と凝縮語:壬を蒸発詩…きの上に並列接続することが可台巨になり,

i∈占さを従来の3/5に紙少することができる｡

高層化するビルの屋上や天井の低し どスペースのとりた

くないところに】琵適である｡

おもな特徴は次のとおりである｡

①冷媒にR-12を使用して高速化したので圧縮機が大幅に小形

化し,全重量で約3/4(当社比)に低減された｡④圧縮機および熱交

換器をコンパクト化したため,従来形よりスペースが少なくなった｡

⑦機器はすべて工場でユニット化し,冷媒と油を封入したまま発送

するので搬入,据付が簡単である｡④ユニット化したため逆転資

格を必要としない｡また,押しボタンのみで全自動運転ができ,凝

縮器へ冷媒を回収するのでシーズンオフ時の冷媒抜きが不要であ

る｡⑤冷媒R-12を使用しているので牧内が負圧にならない｡この

ため外気の侵入がなく,めんどうな地元回収を行なう必要がない｡

⑥容量制御は油圧式を揺用しているので,スムーズな制御ができ

る｡また容量制御性がよいので,動力消費量の多いホット･ガス･

バイパスは不要である｡⑦停電時の軸受への酬寺給抽機構や電動

撒巻線保護用温度リレーなど,すぐれた保護装匠を節えている｡

メ
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図5 新形ターボ冷棟棟

弼だ形

■粥5鯨

lてく16 インベラの外偶

(HC欣ケり〕F月㌔ⅠIS形が従来形ノ
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■電源のいらない真空つり上装置発売

卜l立製作所では,本年4月,lぷ†屯囲な適川性をj＼トら軽去ユニで低価格

な真空つi)_t二装-F罠Ⅴ-LIFTを発売したが,このたび,頁三日つり上巻ヒ

琵シリーズの第二弼として従来のⅤ-LIFTとは王二王空発生方式が,

まったく異なり,真空ポンプも電抑も不要というオートアップ

(二AUTO-UP)を開発,11月より発売した｡

本装r凱ま,真空を発車させるのに特殊なピストンとシりンダを使

用しており,つり上け対象物の市立に応じ真窄を発ご上させる梢迩と

なっている｡また吸着,釈放などの切換えは人手にたよる必要がな

く,ピストンiこ装附さJtているオートバルブによって1[叶ごとに吸

薪,釈放が根り返えさjtるので電机 動九 また吸着,釈放の操作

さえ不要のう世故装置である-_

なお,ニのオート7ップ(AUTO-UP)ほ比較的表面状態の良好

な卦別払 ステンレス駄 ベーク板などの連投に力量適である.‥.

オートアップの特長は次のとこねりである｡

(1)つり._ヒ対象物の重さに応じた冥空を,特殊なピストンシリ

ンダ機構によって自動的に発生するため,ポンプ,モータなど動力

源をまったく必要としない｡ノ(2)吸着,釈放ほ独自に開発したオ

ートノミ′レナこよってl二1劫的に行なオ1‡しる(タン‾亡吸恭,釈放のための手

動切換操作を必要としない.丁(3)特殊ペロープラムを使用したユ

ニークたピストンシリンダ依脂を拭川しノているため給油の必要はな

く,しかも空気漏れカ■こない.｡(4)吸着パッド1勺の真空度ほ,対象

物の広島をつり__L(-jごるのに′之･要な真ノごミ蛙の2付†発斗ミするよう設計し

てあるので安全であるニ(5)ピストンとシリンダは常に無接触の

たム三),件耗がない｡:

図7 真空つり上装置
"オートアップ”

■ コンピュータ入力装置

キー･ツー･カセット機器を発売

R立製rl三所では,新しいコンビュ…タの入力装置としてキー･ツ

ー･カセット艶旨簑"カセットデータ記録装置H【1571-1形”ぉよび

"カセット読取装置H-8271-1形”を開発,受注を開始したこ

従来のコンピュータ入力装置としてはカード機器が大半を】与めて

いたが,操作中の音が大きいので特別のパンチ塞が必要なうえ,椚

耗品(カード)代がぼう大などの理曲･こより新Lい入力装毘の粥薙

が望まjtていた｡.

l二!立男削乍所が開発したキーパンチに相当するH-157ト1形は技作

中の音がほとんどないため,特別のパンチ重を必要とせず,従来の

キーパンサ操作と同じ操作方法で操作ができ,一巻のカセットにカ

ード約2,000枚分という大量の情報の蓄積ができる｡このため迎搬,

快管が楽になるはか,消耗品のカードが不要で経済的である｡,従来

のキー/ミンチにおけるカードの移動時間がないのでデ【メき‡き込入

速度も約20%アップされる｡

またせん孔,検孔の雨粒能を1台の機械が備えているので,パン

チ台数とパンサ要員の削減が可能となる｡

カードリーダに相当するカセット読取装置たH-8271-1形ほカセ､ソ

トテープ24巻が1度にホッパーにたくわえることができ,ほとん

ど人手を必要とせず,連続読取りが可能で,読み取ったあとの巻き

戻しも次の読み取りが行なわれている間に自動的に行なわれる｡

おもな仕様ほ次のとおりである｡

(1)カセットデータ記擬装置H-1571-1形

記録方式:位相変調方式,吉き込み密度:800BPI,コード長:

80バイト,(付加機能付にて200バイト以下可変),カセット1巻

の容立…二:カード約2,000杖

(2)カセット読取装置主H-827ト1形

接続システム:HITACコソピューク(HITAC8350,HITAC

8450,HITAC8700,情事削転送速度:1,500バイト/秒,ホヅパー･

スタッカ容量:各24巻

102
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■公害測定専用分析装置

以030新形液体クロマトグラフ”発売

口立製作所では,水質汚翳きなど公望子測定中川の流通式クーロメト

リー析出法による分析装置"0二う0新形紘休クロてトグラフ''を11月

から発売した｢〉

近年,水銀,カドミウム,鈴■などの重金属,シアン,農薬などの

布告物質による水質汚染の問題がクローズアップされているが,こ

れらの分析にほ現在,原了1吸光分析法,プラズて分仰望三など7川剰キー

されている｡

さらに,｢1ゴ硝埋n三所でほ/沖l,東大ごL床托術丁別究所･武勝研り■E三三

との共l叶桝先によって流通式定電位クーーロメトリーー検汁招‾三な拝仙で

はじめて11トけ巨,このノブ式を旅休グロてトグラフ分析装【恥こ採fHした｡

クーロメトリー検`_11拉は,絹陣卜で右七料r‾いの測定物質を反応させ,

屯耶馬流な測定して王二Il糊勿門を分析する力式であるが モー､〔来は流泡

式でないため数和の成分を1ll岬)拙f′｢亡分析‾することけでき′′1こかっ

た｡こプtに対し ↑い=-;‡+発した耕ププ■式■:′さい丈こかを一址砥拉L′つもとで

′婚続仙こ反応させる(流通式)ことな可伯にしたものであj5｡
これにより,;試判･の小に出立人してい三:-各位り金J扇イオンイ1こどがク

ロてトグラフイーで高分離さノ号L,分離さJした成分釧†ri次,

L.かも連続的に捌フ立できる｡-1

たとえば,榊単な試料の前処ff出で加釘㍉ カドミウム,弧 ニッケ

ル,コバルトの5つの金属丁オンンう'こわずか3()分で分什し?きろ｡

ニト;もな相伴如.t次のとおりである.｡

(1)紘一′う‾;グロてllグラフの■ゝl;i分離1〉さl三と流油式1日福一､Lクーロメト

リーーのl湖劇_鮒iミと､むうまくミックスさせた分析装若■!‡である｡(2)ク

ロー7トグラフ部ほ従来の披休クロr･√トグラフに比較して′ト形,軽苗:

化,かつ操作が恍易化されている｡(3)並鉛,カドミウム,鋼,ニ

ッケル,コバルトの5種の金属イオンがわずか30分で分離定i‾占二す

ることができる｡(4)感度は通常の分析(試料品1.OmJ)で,ほと

んどの金属イオンについて0.1ppm高感度分析(試料もう二100mJ)で

は1ppbである｡,

おもな仕様は次のとおりである｡

検出方式:定電位電解方式,フ上電圧電源:出力DC±3V,ドリフ

ト1】ⅥⅤ/12h以下,ノイズ0.1mV以下,セル:流速12()111川1い

下,耐圧2lくg/cm2リ､下,検川‾F一駅:1〉り0‾9mole(Cd＋＋)

Ⅰ勾10 030新形i佼休クロマトグラフ

■日常分析用り156形ディジタル分光光度計”を発売

卜1立製作所でほ,l二†常分析の比色分析分野を対象とした"156形

デージクル2波長分光光度計”を11月から発売Lた｡)

木を旨臣ほ,2披士壬測光方式をとっているので,二楳混合物田の定

量が分離したり,てスキン/グ(妨害物質を隠ペい二)することなく1割安

測ユヒできるこ.また基準ノ∴ミを吸光度零山たけでなく,どこにでも移動

することができるので,従来閃りき作とされていた吸光度の持さい所で〃､)

微小‾焚化などを測定できるく､;

おもな帖徴は次のとおりである(+

(1)ホトてノしダrノーードフィ叩ドバックシステム糾‾和一‾上してい

るたム㍉ 洪『亡は非常iこ安定L･,しかもゼロホールドシステムのたが)

ノイズもキャンセルできる｡般大拡大は0･～0.01フルスケールであ

る(二+(2)濃度ほディジタル去示で吸光度0～2スケールの測鑓がで

きる｡また濃度‾軒塙て三も可能で,J拉火10倍まで任二割こスケール拡ノメて

できる(つ

おもな仕様は次のとおりである()

光学系:ツエルニターナ形複分光札 波長範F11:200一～900nIn,

光源:D｡ランプおLtびWIランプ,検知講こ‡:サイドオン形光電T

J‾帥ヨ･管あるいはヘッドオン形光電子増倍管,波長精妊二±0.5nm,

波仁再現性:±0.1nm,スペクトル幅:1,2,8nm,表示:ディジ

･:て/し′=tけた数字末示,兼示範閃:%T,吸光度,濃度

岡11156形ディジタルウ}光光推計

■音楽専用ラジオ,ワイヤレスインターホン発売

!1立製作所では,ⅣIW/SWIC什2ノミンドポータブルラジオ

WH-826とワイヤレスイ ンターホンTKW-248な11月よりヲ巨1ブヒ

し･たご､

<音楽車用ラジオーWH-826の特長>

このクラスで初めてICを揺用したMW/SW 2バソドのi拗感度

ポーケブルラジオであり,微弱な電波を的確にキャッチする｡また,

103
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短波ファインチューニソグ(微調整)付のため,いちだんと選局が容

易になった｡さらに大形の7.7cmスピーカーを採用しているので,

最大出力400mWと音響効果を考えたキャビネットにより,豊か

で音質のすぐれた迫力音が楽しめる｡

<ワイヤレスインターホソTKW-248の特長>

従来のインターホソの配線工事による手数をいっきょに解決し

た｡屋内電灯線を通話線として利用する搬送式イソクーホンであ

図12 音楽専用ラジオWH-826

…‥･編集後記……

原子炉冷却水の浄化装置は,従来,セルロース系助剤のプレコー

ト形フィルタと混床式脱塩器とが使用されてきたが,近年これらに

代わる処理装置として脱塩式フィルタが着目されるようになった｡

脱塩式フィルタは,アメリカで開発された微粉状交換料脂(Powdex

Resin)を助剤として用いるフィルタである｡

｢脱塩式フィルタのろ過およびイオン交換特性+では,このフィ

ルタの最適プレコート条件,ろ過ならびにイオン交換特性など,運

転操作上必要と思われる項目についての実験結果を述べている｡

最近,原子力発電所の炉水および復水浄化用とL･ての適用が増加

する傾向にある折,貴重なデータと言えよう｡

◎

近年,電力業界では,用地の高度利用と投資効率の向上を図るた

め,大容量送電の技術開発が進められており,その一環として,変

電機器の大容量化がとりあげられている｡これは送電線と直列に接

続する変動枚器の通電容量を大容量送電線と同じ8kAないし12kA

に増大させるためのものであり,このうち,壁ぬきプッシングにつ

いては,東京電力株式会社と日立製=乍所との共同研究により,550

kV,12kA用までの開発に成功した｡

｢550kV大容量壁ぬきプッシソグ+でほ,国内はもちろん世界で

も例のない大容量かつ記録的聾主局である本器の技術概要を紹介して

日 立 評 論 弟53巻 舞12号

昭和46年12月20R印刷 昭和46年12月25日発行

(毎月1回25日発行)

<禁無断転載>

定価1部150円(送料40円)

◎1971by HitachiHyoronsha PrintedinJapan

乱丁落丁本ほ発行所にてお取りかえいたします｡
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り,電灯線コンセントに電源コードを差し込むだけで,どの部屋か

らでも通話できる｡

360kHz,400kHzの2チャンネル方式を掠用しているので混信

や妨害が生じても,切換スイッチをA側からB側にして,妨害のな

い方を選んで使用できる｡

また,長時間,送話を続けるときは連続送話ボタンを押すと,手

を離してもボタンほ押されたままになり,送話状態が続けられる｡

図13 ワイヤレスインタホーソTKW-248

いる｡

◎

電磁気分析装置は高真空,電界磁界,エレクトロニクスの最新技

術をとり入れた,非常に高度な内容を持つ分析機器である｡科学技

術の発展に伴い多くの新しい分析機器が出現している｡

本号は,日立製作所における松器分析装置分野の研究･技術成果

の一端を｢最近の高分解能核磁気共鳴装置の進歩とその応用+ほか

5編をもって｢電磁気分析装置特集+とした｡木技術分野における

研究･技術者への資となれば幸いである｡

◎

巻頭を飾る一家一言らんには,大阪大学教授 放射線実畝所長

理学惇士 桜川泰秀氏より,機器分析装置の発展経緯および氏が切

望される本分野の将来性を説かれた｢装置の進歩によせて+と享透す

る玉稿を賜わった｡

本誌のために,特に稿を草されたご好意に対し,厚くお礼を申し

あげる次第である｡

◎

昭和46年度最終号の編集を終わるにあたり,終始,読者諸氏から

格別のご愛顧いただいたことiこ対し,舟山より感謝の意を表する｡

明けて昭和47年も幾多の技術成長が生み出されることを期待す

るものである｡末節ながら新fFを迎えるにあたり,読者諸兄のご健

康とご発展をお析りする次第である｡
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